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春
、
峡
谷
開
き
の
神
事
が
正

面
口
近
く
の
「
熊
南
峰
之
碑
」
前

で
斎
行
さ
れ
る
。
碑
は
遺
骨
を

納
め
る
墓
で
も
あ
る
。 

 

三
段
峡
に
捧
げ
た
十
六
年
の

間
に
妻
子
を
喪
い
、
協
力
者
の

河
本
柏
人
戸
河
内
村
長
、
西
川

芳
渓
芸
備
日
日
新
聞
編
集
長
も

急
逝
し
た
。
同
紙
は
後
年
、「
あ 

  

リ
ー
ダ
ー
の
四
年
生
、
宮
田

優
太
君
ら
六
人
が
三
段
峡
を
訪

れ
、
展
示
台
の
作
成
や
展
示
内

容
を
打
ち
合
わ
せ
た
。 

展
示
台
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
資
材
を
購
入
し
、
学
生
と
さ

ん
け
ん
ス
タ
ッ
フ
と
で
手
作
り

す
る
。
展
示
内
容
は
学
生
そ
れ 

                  

る
写
真
師
が
天
下
の
三
段
峡
の

各
名
称
を
付
け
た
と
い
う
が
、

雅
味
と
含
蓄
と
に
乏
し
く
、
有

識
者
が
変
え
る
べ
き
」
と
説
く

ほ
ど
、
南
峰
を
忘
れ
た
。 

   

一
九
三
二
年
、
斎
藤
露
翠
は

県
立
公
園
主
任
職
に
南
峰
を
推

１ 

  
 

  

ぞ
れ
が
昆
虫
や
地
学
、
生
物
多

様
性
な
ど
の
得
意
分
野
で
三
段

峡
を
紹
介
す
る
計
画
だ
。 

 

一
年
生
の
清
原
愛
さ
ん
は
翌

二
十
一
日
、
交
流
館
の
木
製
テ

ー
ブ
ル
を
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で

磨
い
た
。「
き
れ
い
な
だ
け
で
は

な
く
、
安
心
感
の
あ
る
触
り
心

地
に
し
た
い
」
と
入
念
に
仕
上

げ
た
。
宮
田
リ
ー
ダ
ー
は
「
独

自
の
生
態
系
が
築
か
れ
、
普
段

見
ら
れ
な
い
生
物
が
観
察
で

き
、
何
度
で
も
訪
れ
た
く
な
る
。

そ
ん
な
魅
力
的
な
三
段
峡
を
よ

り
多
く
の
人
に
紹
介
し
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
る 

 

十
一
月
に
は
展
示
の
一
部
を

公
開
し
、
来
年
春
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
は
展
示
ブ
ー
ス
を
充
実

さ
せ
て
、
本
格
オ
ー
プ
ン
を
目

指
す
。
来
年
度
は
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
も
考
え
て
い
る
。 

    

し
た
が
、
賛
同
者
は
な
か
っ
た
。

翌
年
、
峡
谷
を
去
っ
て
か
ら
は

二
度
と
戻
ら
な
か
っ
た
。
四
三

年
、
広
島
市
白
島
で
満
六
十
六

年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
露
翠
は

三
段
峡
開
発
史
の
最
後
を
南

峰
作
の
唄
で
飾
る
。「
太
田
川

十
五
里
上
れ
ば
ア
ノ
三
段
峡 

 

憂
世
離
れ
し
別
世
界
恋
も
理

１ 

 
 
 
 
 
 

十
月
三
日
に
予 

定
し
て
い
た
さ
ん 

け
ん
自
然
塾
「
秋 

の
き
の
こ
ト
レ
ッ 

キ
ン
グ
」
の
調
査 

が
九
月
五
日
、
講 

師
の
新
谷
正
信
さ 

ん
と
自
然
塾
の
中 

学
生
ス
タ
ッ
フ
ら 

五
人
が
参
加
し
て 

候
補
地
の
天
上
山 

で
開
か
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 

こ
の
日
は
四
十 

     

広
島
県
環
境
学
指
導
者
専
門

研
修
の
第
一
回
講
座
が
九
月
十

八
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
。
さ
ん
け
ん
も
参
加
す
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
し
ま
環
境

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
環
パ
ト
）」
が

受
託
し
た
事
業
。 

    

想
も
ふ
り
す
て
て 

笹
小
屋
住 

ま
い
が
し
て
み
た
い
」 

   

碑
は
死
後
四
半
世
紀
を
経
て

建
立
さ
れ
た
。
石
板
に
は
峡
谷

を
去
る
際
の
悲
痛
な
感
情
を
吐

露
し
た
手
紙
が
刻
ま
れ
る
。
唄

や
手
紙
は
本
心
に
違
い
な
い
。 

 

四
種
類
の
キ
ノ
コ
を
確
認
。
新

谷
さ
ん
は
「
こ
れ
だ
け
の
モ
ミ

ツ
ガ
林
の
原
生
林
は
全
国
的
に

も
珍
し
い
」
と
話
し
、
独
特
の

き
の
こ
が
出
る
と
解
説
し
た
。 

 

林
道
に
は
倒
木
が
あ
り
撤
去

し
な
が
ら
進
ん
だ
。
引
き
明
け

の
森
か
ら
龍
頭
峡
へ
の
道
は
途

中
険
し
い
場
所
も
あ
り
、
安
全

性
の
確
保
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時

間
管
理
が
課
題
に
な
っ
た
。
自

然
塾
は
、
小
学
生
十
五
人
が
参

加
し
て
実
施
さ
れ
た
。 

  
 

  

講
師
は
環
パ
ト
の
理
事
で

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
れ
か
ら
の
学

び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
河
野
宏

樹
氏
。
本
宮
宏
美
事
務
局
長
も

講
師
の
一
人
と
し
て
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
講
義

し
、
本
宮
炎
理
事
長
が
運
営
を

１ 

 
 

  

が
、
自
身
の
人
生
を
も
三
段
峡

の
「
画
中
の
物
語
」
と
し
、
峡
谷

の
価
値
向
上
に
徹
し
た
姿
を
私

は
見
る
。
神
秘
の
峡
中
に
置
い

た
心
の
深
淵
は
窺
い
知
れ
な

い
。
事
実
、
電
源
開
発
に
文
化

開
発
が
競
り
勝
ち
、
三
段
峡
は

残
っ
た
。
我
々
は
未
来
を
南
峰

と
歩
く
。 

（
松
尾 
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

    

戸
河
内
地
区
を
中
心
に
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
活
動
を
し
て
い
る
戸

河
内
ボ
ル
ダ
ー
か
ら
さ
ん
け
ん

へ
、
五
万
円
の
寄
付
と
発
行
し

た
エ
リ
ア
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
寄

贈
さ
れ
た
。
地
域
に
貢
献
し
た

い
と
し
、
さ
ん
け
ん
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
決
め
た
。 

 

さ
ん
け
ん
の
清
掃
活
動
や
環

境
保
全
に
共
感
。
今
後
、
子
供
向 

 

担
当
。
受
講
者
二
十
一
人
全
員

が
参
加
し
た
。 

 

当
初
、
三
段
峡
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
し
た
現
地
研
修
が
予
定
さ

れ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
全
三
回
の
講
座
す
べ
て
が

オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
更
さ
れ
た
。 

              

   

け
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
教
室
開
催
な

ど
で
の
協
力
が
約
束
さ
れ
た
。

寄
付
金
は
探
勝
路
の
清
掃
用
具

や
備
品
購
入
に
充
て
る
。 

    

歩
く
会
と
理
事
会
を
予
定
し

て
い
た
九
月
三
十
日
、
歩
く
会

は
探
勝
路
の
清
掃
に
変
更
さ
れ

て
四
人
が
参
加
し
た
。
理
事
会

で
は
上
期
の
事
業
が
報
告
さ

れ
、
白
川
勝
信
理
事
の
辞
任
が

了
承
さ
れ
た
。
白
川
氏
は
三
段

峡
憲
章
制
定
、
さ
ん
け
ん
設
立

な
ど
で
多
大
な
貢
献
が
あ
っ

た
。
引
き
続
き
、
さ
ん
け
ん
会
員

と
し
て
活
動
を
支
援
す
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

た
も
の
の
紅
葉
期
、
黒
淵

へ
の
ル
ー
ト
が
不
通
に
な

る
の
は
初
め
て
。
こ
の
ま

ま
だ
と
水
梨
口
の
混
乱
が

危
ぶ
ま
れ
る
。
課
題
山
積
。 

事務局担う貴重な戦力  
後藤 禎子さん 

  

瀬戸内下蒲刈の島育ち。広島

市内で仕事をしていたとき、共

通の友達の紹介で役場勤めの

夫と出会い、中国山地のど真ん 

中、北広島八幡へ移り住んだ。 

西中国山地自然史研究会事務局の河野弥生

さんの紹介で、2019 年秋からさんけん事務局

を手伝う貴重な戦力になった。二人の子供は深

入山でのさんけんの調査活動に参加している。 

「三段峡の自然と生態をこよなく愛する団

体」とさんけんを評する。「安芸太田町よりさら

に上流に住む私は、太田川の汚染につながる暮

らしを無くしたい」と話す。     （宏） 

この人 
人 

南
峰
と
歩
く 

 

㊿ 

熊
南
峰
之
碑
（
く
ま
な
ん
ぽ
う
の
ひ
） 

■
悲
痛
な
感
情 

滲
む
心 

■
失
意 

二
度
と
戻
ら
ず 

 

先
駆
者
の
想
い 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

   

▼
危
惧 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

正
面
口―

水
梨
口
間
の

通
行
止
め
が
続
く
。
九
月
末

ま
で
の
緊
急
事
態
宣
言
で
、 

 

一口メモ 

飲
食
店
は
休
業
し
た
。
が
、

長
淵
の
河
原
で
遊
ぶ
人
は

多
く
、
週
末
の
水
梨
口
駐

車
場
は
混
ん
だ
。
猿
飛
渡

舟
は
十
月
に
入
り
再
開
し

１ 

     

展示準備に着手 

 

「
三
段
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
ス
タ
ー
ト 

 

   

   写真 

広
島
県
環
境
学
指
導
者
専
門
研
修 

本
宮
事
務
局
長 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
講
義 

戸
河
内
ボ
ル
ダ
ー
か
ら
寄
付 

地
域
貢
献
、
さ
ん
け
ん
の
活
動
に
共
感 

清
掃
作
業
・
理
事
会 

白
川
理
事
が
辞
任 

天上山で「自然塾」事前調査 
中学生スタッフ キノコ 44種確認 

 広島大学の「令和３年度地域の元気応援プロジェクト」に採択され

ていた、さんけんと同大学統合生命科学研究科・中坪ゼミによる「三

段峡ミュージアム構想」の準備活動が９月 20 日、学生らが参加して

始まった。三段峡交流館を活用して峡内の自然などを展示する。プロ

ジェクトグループ名は学生たちが「広大さんけん部」と命名した。 

広大さんけん部 

 

 

展
示
台
を
手
作
り
す
る
広
大
さ

ん
け
ん
部
の
メ
ン
バ
ー 

https://sanken-/

